
学校関係者評価委員会

学校関係者評価委員会報告書

専門学校ファースト学園金沢校

令和３年度

令和４年３月３１日

学校法人ファースト学園



Ⅰ．学校関係者評価の実施

（１）学校関係者評価の概要

（２）学校関係者評価委員会委員名簿

（３）学校関係者評価委員会日程

（４）学校側出席者名簿

Ⅱ．学校関係者評価の結果

（１）評価項目ごとの評価・意見

目次

2



Ⅰ.学校関係者評価の実施

（１）学校関係者評価の概要

（２）学校関係者評価委員会委員名簿

（３）学校関係者評価委員会日程

１.令和３年７月２日（木）　１６：３０～１８：３０

２.令和３年１０月９日（土）　１６：３０～１８：３０

３.令和４年２月１８日（金）　１６：３０～１８：３０

（４）学校側出席者名簿

　学校の教育目標、計画に沿った取り組みの達成状況、学校運営等への取り組みが適切に行われたかについて自

己評価を行い、学校運営等の課題について、継続的に改善を図るとともに、評価結果を公表する。

　自己評価結果の客観性・透明性を高めるとともに、設置学科に関連する企業・団体、卒業生、保護者など、学

校と密接に関係する者の理解促進を図り、継続した連携協力体制を確保するため、業界関係者、卒業生、保護者

等学校関係者から規定に基づき選任した委員による「学校関係者評価委員会」を設置し「学校関係者評価」を実

施する。

　当該委員会の委員の助言、意見などの評価結果を学校運営等の改善に活用する。評価結果と改善への取り組み

を本校ホームページに掲載し広く社会へ公表する。

所 属

加 藤 泰 博 校長兼事務局事務長

山 上 む つ き 副校長兼情報システム科・情報ビジネス科　学科長

白山石川医療企業団　経営本部長 保 護 者

多 田 康 平 氏 卒 業 生

地 域 住 民

竹 田 太 志 氏 株式会社Ｃ８ＬＩＮＫ　代表取締役 関 係 業 界

氏 名 所 属 選 出 区 分

西 川 珠 紀 氏 第一学院高等学校金沢キャンパス 高 等 学 校

片 口 瑞 穂 グローバルコミュニケーション科　学科長

情報システム科・情報ビジネス科　主任

広報　主任

坂 本 博 氏

古 賀 利 孝 氏

氏 名

荒 田 真 一

羽 場 和 馬
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Ⅱ.学校関係者評価の結果

（１）評価項目ごとの評価・意見

【評価・意見】
・在学生も大事だが社会のための機関なので卒業生のキャリア形成の部分で改善点が見える。所属機関で
は、卒業後２年間は電話とLINEで追跡している。就職を希望する学生で在籍中に就職が決まらなかった場合
は、卒業後も追跡し、就職が決まるまで面倒を見ている。基本的に書面では行わず、電話で対応している。
（西川委員）
→今後は卒業生の状況を把握し、卒業後のキャリア形成もサポートできる体制を作る。まずは、卒業生の状
況確認を次年度行う。（山上）
・コロナ禍で様々な行動制限がされるなか、様々な工夫をこらしていただいてありがたい。（古賀委員）

（５）学生支援（グローバルコミュニケーション科）

【評価・意見】
・特になし

（４）学修成果（情報システム科・情報ビジネス科・情報システム研究科）

【評価・意見】
・就職に関する相談を随時対応し、就職のサポートが手厚い。（多田委員）
・就職サポートがしっかりしていて、早い時期に学生の就職が全員決まるというのはコロナ禍ですばらし
い。（竹田委員）
・就職活動と時期がかぶり学生の授業や卒業制作への意欲や進捗に少し改善が必要に思う。（竹田委員）
→就職活動と卒業制作の時期を見直し、メリハリをつけ学生の授業や卒業制作へのモチベーションを維持で
きるようにしたい。（山上）
・希望の職種につけるよう就職活動をしている学生のチャレンジをサポートしていただきありがたい。（古
賀委員）

（４）学修成果（グローバルコミュニケーション科）

【評価・意見】
・学園祭で行われた留学生のプレゼンテーションが良かった。この動画をぜひ高校生に見せたい。（西川委
員）
・留学生は、会うとみんな明るく挨拶をし、先生と朗らかに日本語で話している。（竹田委員）

（５）学生支援（情報システム科・情報ビジネス科・情報システム研究科）

【評価・意見】
・学校内のＳＮＳチャットＴｅａｍｓなど（スラッグ、ディスコード等々）のツールを学生の時から使用し
ていき、ＩＣＴの活用を学んでいくとよいと思う。（竹田委員）

（３）教育活動（グローバルコミュニケーション科）

【評価・意見】
・特になし

（１）教育理念・目標

【評価・意見】

（２）学校運営

【評価・意見】
・情報の学校なのでＩＣＴを積極的に活用していったらよいと思う。（テレワークやＺＯＯＭ会議など）
（竹田委員）

（３）教育活動（情報システム科・情報ビジネス科・情報システム研究科）
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（１１）国際交流

【評価・意見】
・近隣とのトラブルで多いのが、留学生のマナー違反についてである。特にアパートのゴミ出しのマナーな
どが、トラブルの基になる。金沢市では多言語でのゴミ出しパンフレットを用意しているので、そちらを活
用してみたら良いと思う。（坂本委員）
→既に活用しているが、今後もマナーが守られているかを確認し、学生への周知を行う。（片口）
・学園祭の様子をZoomで外部（海外にも）に発信しているのは、とても良いと思う。（西川委員）

（１２）学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果

【評価・意見】
・自己評価に関しては、特に異議はない。卒業制作発表を拝見し、感染症蔓延による様々な制限がある中
で、学生の深く学び、様々な体験ができているのがわかり、先生方のご尽力のおかげだと思った。コロナに
感染した学生への対応も手厚く素晴らしく感じた。また学校の一つの目標である就職・進路決定が早い段階
でできたということが今年度の実績だと思う。広報では、感染症蔓延による様々な制限がある中で、対策を
しながらオープンキャンパスや問い合わせの対応を積極的に行っているのを感じる。皆さんの活動を非常に
素晴らしいと思っている。（竹田委員）
・全般的には特に問題はない。オンライン会議を経験し、オンライン授業も大変だっただろうという感想を
持った。（坂本委員）
・評価委員会の内容に関しては特に異論なし。卒業後も就職相談や助言をしていただきありがたかった。今
後もファースト学園と関わっていくことになると思う。（多田委員）
・高等学校の立場からの意見として、広報担当者が頻繁に訪問して資料や情報を提供して頂いており心強く
思っている。進路指導する際には、学生が御校を卒業後にどういう形で社会で活躍できるかなど、将来のビ
ジョンを学生に示したい。今後、卒業生の動向を把握するように改善していくとのことなので、御校を志望
する学生に安心して進学を促すことができる。（西川委員代理　横山先生）
→卒業生の状況を把握し、安心して学生に入学していただけるよう努める。（山上）

【評価・意見】
・特になし

（９）法令等の遵守

【評価・意見】
・特になし

（１０）社会貢献・地域貢献

【評価・意見】
・積極的に清掃ボランティアなどを行って地域住民とのコミュニケーションをとってはどうか。（坂本委
員）
→今後は積極的にボランティア活動をする機会を設けたいと思う。（山上）

（７）学生の受入れ募集（情報システム科・情報ビジネス科・情報システム研究科）

【評価・意見】
・世の中がICT、情報活用が必須になってきている。学校の特色を生かした授業を適切に行い、それを発信
していくことが次の国内外の入学生を増やすことになるのではないかと思う。（竹田委員）
・北陸地域は、全国的に規模は安定しており、ISAやe-messeなどのイベントを見ていると就職先や提携先は
多いので、学生の入学と就職をうまくおこなっていけるのではないかと思う。（竹田委員）
・独自の体験授業では、高校生がプログラミングに触れる機会がまだまだ少ないので非常にありがたい。
（西川委員）
・学校のホームページのリニューアルについては大変良いと思う。（竹田委員）
・ＬＩＮＥ公式アカウントは誰向けでその活用方法について聞きたい。（多田委員）
→入学前の学生や高校向けに広報として情報発信していくツールとして活用していきたい。（羽場）

（７）学生の受入れ募集（グローバルコミュニケーション科）

【評価・意見】
・特になし

（８）財務

（６）教育環境

【評価・意見】
・特になし
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